
令和５年３月２９日 

赤羽会館小ホール 

午後２時００分から 

 

 

令和４年度 赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会 

第５回幹事会 次第 

 

１． 開会 尾花会長挨拶 

 

 

２． 議題 

（１）まちづくり提案の方向性について（※前回幹事会のおさらい） 

（２）まちづくり懇談会の開催について 

（３）まちづくりニュースの発行について 

 

３． その他 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

（配布資料） 

資料１  令和４年度第５回幹事会スライド投影資料 

資料２  まちづくり懇談会の開催案内ビラ（案） 

資料３  赤羽駅東口地区まちづくりニュース（案） 

資料４  赤羽駅周辺地区まちづくりだより『赤羽 PRESS』創刊号 

 

 

◎次回幹事会：まちづくり懇談会開催後に調整します。 

  



赤羽駅東口地区まちづくり協議会

幹事会

令和５年３月29日

1
本日の資料



【 今後の流れ 】

まちづくりワークショップ

まちづくり懇談会

まちづくり提案

幹事会

広く地域住民の視点から提案のたたき台を
ワークショップにより検討

上記の結果を受け、懇談会に諮るまちづく
り提案・提言の雛形を確認

雛形をもとに、広く地域住民の意見を
聴取

まちづくり提案を公表

幹事会ワークショップ 幹事会でのワークショップにより提案のたた
き台を検討
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来年度幹事会・総会
懇談会での意見等をフィードバックし、
まちづくり提案（案）を幹事会でとり
まとめ。総会において決定。



私たち、赤羽駅東口まちづくり全体協議会は、平成２７年度に

赤羽駅東口の将来のまちづくり像を「赤羽駅東口地区まちづくり

ゾーニング構想」としてまとめました。

それから8年が経過し、駅前地区での市街地再開発事業など、

新たなまちづくりの動きなど、地区周辺を取り巻く環境は大きく

変わってきています。

私たち協議会は、この機に、あらためて「赤羽駅東口地区まち

づくりゾーニング構想」を、地区住民が目指すまちの将来像とし

て、それぞれが主体となってその実現を図るものとして共有でき

るよう、より具体的な表現として表すことを試み、ここに「まち

づくり提案」として、まとめます。

【 まちづくり提案・提言のイメージ（一例） 】
3

※本スライドは、あくまでまとめ方の一例としての雛形をお示ししています。

※記載内容について決定したものではなく、今後幹事会での議論を踏まえ取りまとめます。



【 まちづくり提案・提言のイメージ（一例） 】
4

※本スライドは、あくまでまとめ方の一例としての雛形をお示ししています。
※記載内容について決定したものではなく、今後幹事会での議論を踏まえ取りまとめます。

① 「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」において、「地域の活動拠
点」として位置づけた、現在の赤羽小学校の敷地付近は、今後も将来に渡
り、地区の活動拠点としての土地利用が相応しいことを再確認しました。

② 具体的な土地利用にあたっては、赤羽小学校がそのまま存置し続けること
が望ましいとの意見が多く出ました。

③ また、赤羽小学校が「地域の活動拠点」として一層機能するため、・・・
（※例：希望することを記述する）

④ 他方、事業化の検討が進む市街地再開発事業は、・・・
（※例：期待することや懸念されることを記述する）

⑤ もしも教育環境への影響が顕著である時は、・・・
（※例：他所への移転も選択肢の一つであることを記述する）

⑥ 「地域の活動拠点」と赤羽駅を繋ぐ赤羽駅東口の駅前広場は、・・・

⑦ 赤羽公園・赤羽会館は、・・・

⑧ 商店街は・・・

⑨ まちの資源を活用して・・・

⑩ まちなかの回遊性は・・・

⑪ その他



次 第

１．開 会 尾花会長挨拶

２．議 題

（１）まちづくり提案の方向性について

（２）まちづくり懇談会の開催について

（３）まちづくりニュースの発行について

３．その他
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【 日程・参加者募集 】（案）
6

※別紙資料 開催案内(案)



【 開催概要 】(案)
7

●オリエンテーション（全体説明）

・まちづくり提案の位置づけ、懇談会の目的、これまでの経緯を説明

・幹事会ワークショップ成果の説明、まちづくりワークショップによる

新たな意見等を紹介

●意見交換

・グループワーク（参加人数に合わせて、グループ分け）

・説明を踏まえ、まちづくりの想いや意見を付箋に書き込み（机上に、

雛形を簡略化した貼り込み台紙を用意）

・書き込んだ内容について、順に述べながら付箋を台紙に貼り込み

・「拠点の在り方」「拠点と連動したまちづくり」についてそれぞれ

一回り行った後、相互に意見交換など

・１時間程度のグループワークの後、グループ毎に発表

●進行体制

・各グループに、事務局から１～2名を配し、進行役となる

・協議会を構成する各団体から各１名（各回５～６人ずつ）の幹事が意

見交換を見守る。



【 赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会とは 】

「赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会」は、地域

内に居住する住民ならびに自治会、商店街会、ＰＴ

Ａ等関係者と北区が、地域に愛着を持ち、住み続け

られるまちづくりを目指し、まちづくりの勉強会や

情報等を交換し、互いに考え行動することで相互理

解を深め、赤羽駅東口地区まちづくりの円滑な推進

を図ることを目的として活動しています。

赤羽一丁目 赤羽二丁目

赤羽南一丁目

（オリエンテーション資料（案）） 8



【 まちづくり提案の目的と懇談会の位置づけ 】

掘り下げ

令和4年度～
～まちづくり提案～

地域の拠点施設として位置づけ

た赤羽小学校エリアの在り方を

はじめとした将来のまちづくり

地域として求める方向性

幹事会グループワーク
（平成30年度）

グループインタビュー
（令和元年度）

ゾーニング構想
（平成27年度）

ゾ
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ン
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策
定
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ュ
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本日！

（オリエンテーション資料（案）） 9



駅前の違法駐輪問題

東洋大学赤羽台キャンパスの開設

組合施行の再開発事業の事業化検討

既存公共施設の老朽化

【 ゾーニング構想の掘り下げに向けた一層の検討 】

（オリエンテーション資料（案） ） 10



【 再開発事業の事業化の動き 】

赤羽一丁目第一地区（約0.5ha）

平成28年6月に準備組合が組織され、その
後、平成29年12月に準備組合設立届が提
出された。
令和2年8月に再開発事業に係る都市計画決
定が告示されており、敷地の高度利用と併
せ、緑化等により憩いの空間となる公共空
地や、約150台の公的駐輪場の整備が計画
されている。

赤羽一丁目第二地区（約0.7ha）

赤羽一丁目第三地区（約0.5ha）

平成30年5月に準備組合が組織された。
令和3年度に事業推進体制を強化し、権利者
の合意形成等の取組みを進めている。

令和元年10月に準備組合が組織され、その後、
令和4年3月に準備組合設立届が提出された。
引き続き権利者合意形成を進めながら、具体
的な計画検討に着手している。

＜計画概要＞
階数：26階・地下１階
高さ：約110m
主な用途：

住宅約300戸、店舗、
公的駐輪場等

整備イメージ図

（オリエンテーション資料（案） ） 11



＜パターンⅠ＞

12

【 幹事会ワークショップの成果説明 】
（オリエンテーション資料（案） ）



＜パターンⅡ＞
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【 幹事会ワークショップの成果説明 】
（オリエンテーション資料（案） ）



＜パターンⅢ＞

14
【 幹事会ワークショップの成果説明 】

（オリエンテーション資料（案） ）



＜まちづくりワークショップによる新たな意見＞

15
【 幹事会ワークショップの成果説明 】

（オリエンテーション資料（案） ）



書いた内容を、一人ず
つ順に説明しながら、
台紙の該当する項目の
枠に貼り込み。

【 グループワークの進め方 】

説明を聞いて感じた、今後
のまちづくりへの想いなど
を、各参加者が付箋に書き
出し。（３つまでなど）

出された意見の概要を、進行役等がループごとに発表。

（オリエンテーション資料（案） ）

意見出し
①

書いた方から随時、説
明しながら、台紙に貼
り込み。

他参加者の意見を聞いたう
えでの、新たな考えなどを、
付箋に書き出し。

意見出し
②

自由に意見交換。（発言は極力、付箋に書いて頂く）意見交換

発 表

※参加人数によって意見出しの回数などを調整し、１時間～１時間半程度で行います。
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＜地域の拠点として位置づけた赤羽小学校エリアの在り方＞

【 懇談会グループワーク・意見交換の題材 】（案）
17

① 拠点の場所と機能について

・赤羽小学校敷地付近 ・交流機能 ・文化機能

② 赤羽小学校の場所と機能について

・:現在地で存続 ・複合化 ・著しい環境悪化が想定される場合は移転も視野

③ 事業化の検討が進む市街地再開発事業はについて

・:防災性向上 ・都市基盤整備 ・賑わい、魅力向上に寄与



＜地域の拠点と連動したまちづくりの方向性＞

【 懇談会グループワーク・意見交換の題材 】（案）
18

④「地域の活動拠点」と赤羽駅を繋ぐ赤羽駅東口の駅前広場について
・地域の顔 ・バリアフリー ・交通結節機能向上 ）

⑤ 赤羽公園・赤羽会館について
・リニューアル ・拠点のひとつ

⑥ 商店街について
・賑わいづくり ・小学校とコラボ ・赤羽らしさ

⑦ まちの資源の活用について
・荒 川 ・東洋大学 ・ナショナルトレセン

⑧ まちなかの回遊性について
・赤羽駅と赤羽岩淵駅 ・赤羽駅前と赤羽公園一帯 ・商店街と住宅地

⑨ その他
・住宅地には落ち着き ・イベント ・情報発信



次 第

１．開 会 尾花会長挨拶

２．議 題

（１）まちづくり提案の方向性について

（２）まちづくり懇談会の開催について

（３）まちづくりニュースの発行について

３．その他

19



20
【 まちづくりニュース（案）】



21
【 まちづくりニュース（案）】
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【 赤羽PRESS 配布のご報告 】
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【 赤羽PRESS 配布のご報告 】
24
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北区まちづくり推進課（担当：荒川、梶川、福島） 
電話：03-3908-9154  Fax：03-3908-2244 
E－mail：machisuishin-ka@city.kita.lg.jp 

 

お問い合わせ先 

令和５年３月 発行︓北区まちづくり推進課 
 

北区ホームページ検索 

🔎『赤羽駅 まちづくり』 

『赤羽 PRESS』の発行にあたって 

東京の北の玄関口であり、区内屈指のにぎわいのまちである赤羽駅東口周辺では、地

区の権利者の方々が中心となって、災害に強く、魅力あるまちづくり（市街地再開発事

業）を進める動きが盛んになっています。区は、「区民とともに」のまちづくりの基本的

な姿勢のもと、この間、これらの動きを積極的に支援しています。 

この『赤羽 PRESS』は、区が支援しながら進めていくまちづくりの動きを、地域の

皆様にお知らせし、ご理解をいただくため発行するものです。 

 この『赤羽 PRESS』では、赤羽駅東口周辺地域の皆様に、まちづくりの進

捗に合わせ、適時適切に情報をご案内させていただく予定です。 

事業化が進む再開発事業の進捗状況や、「まちづくり基本計画」の策定に向

けた検討状況などをお知らせさせていただきますので、是非ご覧いただくと

ともに、ご意見やご質問がありましたら下記までお問合せ下さい。 

今後とも赤羽駅東口のまちづくりに、ご理解・ご協力いただきますようお願

いいたします。 

 

 赤羽駅東口周辺の市街地再開発事

業は右の図の３つの地区に分かれて

事業化の検討が進められています。 

 このあたりは、区内でも有数の商業

地の一画でありながら、戦災復興を経

ての市街地の成り立ちから、現在は老

朽建築物が数多く密集し、防災面にお

いて深刻な課題を抱えています。 

 区では、第二地区及び第三地区の準備組合結成を受けて、今後同地区周辺で市

街地再開発事業による大規模な土地利用転換が見込まれることから、適切な土地

利用を誘導し、望ましい土地利用の考え方などをまとめるため、令和５年度から

「まちづくり基本計画」の策定に着手します。 

なお、基本計画策定にあたっては、区民の皆様のご意見等をお聞きすると共に、

今後適時情報提供を行ってまいります。 

赤羽駅東口周辺地区まちづくり基本計画の策定に着手します！ 

赤羽駅 

▼ こちらの円グラフは３つの地区の建物状況を表したグラフです。 

 

木造＋旧耐震

89棟

S, 25棟

RC, 18棟

SRC, 4棟建物構造別

〜10年; 4棟

〜20年; 13棟

〜30年; 14棟

〜40年; 13棟

〜50年; 20棟

〜60年; 25棟

〜70年; 32棟71年以上; 15棟

建物築年数

築４０年以上 
約７０％ 

■建物全体の約 70％が築 40 年以上（そのう
ち築 50 年以上が過半数）を経過しており、施
設更新の時期を迎えていますが、長屋造りの 
建物も多く更新が進んでいません。 

■地震の際に倒壊の懸念がある木造建築物と、
現在の耐震基準に変更される前（旧耐震基準
時）に建築された建物が全体の２/３を占めて
おり、防災面での不安があります。 

木造＋旧耐震 
６６％ 

第一地区 第二地区 第三地区    

「出典：国土地理院撮影の空中写真（2019 年撮影）」 

※ Ｓ：鉄骨造、ＲＣ：鉄筋コンクリート造、ＳＲＣ：鉄骨鉄筋コンクリート造 

市街地再開発事業ってどんな事業ですか？ 

「赤羽公園」にリニューアルの計画はありますか？ 

 

 

「赤羽公園」は駅東口周辺の貴重なみどりや憩い、にぎわいの空間であり、 
防災上も重要なオープンスペースとなっています。 
駅東口周辺の一層の魅力あるまちづくりを進めるため、「まちづくり計画
（下記参照）」の中で、赤羽公園の施設更新について検討を行っていきます。 

低層の木造建築物が密集し、防災上の懸念
がある市街地等において、敷地を統合し、
不燃化された共同建築物に建替え、合わせ
て広場や街路などの公共施設とオープンス
ペースを確保することで、快適で安全な都
市環境を再生させることを目的とし、都市
再開発法に基づき行われる事業です。 

市街地再開発事業のイメージ 

公益社団法人全国市街地再開発協会発行「組合・個人施行の

ための 図解 市街地再開発事業(編集：国土交通省住宅局市街

地建築課)」より引用 

創刊号 

資料４
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 ■赤羽一丁目第二地区 

◎令和５年１月１０日付けで、区長に「準備組合

設立届」が提出されました。あわせて同日に、

より良い教育環境の確保と魅力あるまちづく

りのため、同地区と区立赤羽小学校敷地を一

体的に捉えて、土地利用を図る検討を求める

旨の要望書が区に提出されています。 

  

市街地再開発事業の事業化に向けた各地区の現況 

  

▼赤羽一丁目再開発区域周辺配置図（手前がＪＲ赤羽駅東口） 

 ■赤羽一丁目第三地区 

◎令和４年３月８日付けで、区長に「準備組合設

立届」が提出されました。 
◎今年度は権利者を対象とした意見交換会を行

い、現在の赤羽で残したいものや改善したい点

等、これからのまちについて様々な意見交換が

行われています。 

  

▼第一地区施設イメージパース 

赤羽一丁目の再開発事業ＨＰ 

QR コード 

  

≪今後の予定≫ 

◎令和５年７月頃を目途に、都市再開発法第１１条に基づく

本組合設立認可申請を目指しています。 

◎現時点での施設建築物の建設等スケジュールは、令和７年

１０月に除却整地工事着手、令和１１年６月の新築工事完

了が予定されています。 

  

●赤羽小学校の教育環境への配慮 
 
市街地再開発事業の事業化が検討されている各地区の

北側には、区立赤羽小学校が位置しています。 
 
それぞれの地区で事業化が実現すると、様々なまちづく

りの課題が解決される一方、事業により建設される再開発

ビルにより、日影やビル風などによる小学校の教育環境へ

の影響が懸念されます。 
また、赤羽小学校は施設の老朽化により、校舎の建替え

時期を迎えているとともに、再開発ビル（集合住宅）から

生じる就学児童を受け容れることができる施設規模に拡

充することが求められています。 
 
このため、区は各準備組合の事業化の動きを積極的に支

援することで、各地区の周辺を含めたまちづくりの推進を

図りながら、あわせて赤羽小学校の教育環境の確保・充実

を実現できるよう、各準備組合と協議等を行いながら、検

討を深めています。 

 

 

◆市街地再開発事業の流れと、それぞれの地区の進捗状況 

第一地区 

北区のホームページでは赤羽一丁目の再

開発事業に関する情報を掲載していま

す。これまでの経過や各準備組合が発行

している再開発ニュースなどを掲載して

おりますので、そちらもご覧ください。 

 

赤羽駅東口周辺地区（赤羽一丁目地内）では、駅前通りに面する３つの地区（右下図参照）で、それぞれ市街地再開発事業の事業化が検討されています。 
各地区において、このあたりの地域が防災面や災害時への不安を抱えることから、火災や地震など、いざという時への心配や、次世代への継承という将来への様々

な課題を解決し、魅力あるまちづくりを進めるため、権利者の方々が中心となって事業化に向けた組織（準備組合）を設立し、合意形成を図りながら、検討を進め
ています。 

 

 ■赤羽一丁目第一地区 
◎令和２年８月に、３つの地区

に先駆けて、市街地再開発事

業の都市計画を決定しまし

た。 

◎その後、準備組合にて、事業

認可に向けた検討や、事業を

安定的に進めるための事業

推進体制の強化が図られま

した。 

◎令和４年３月には、準備組合

が主催し、地域住民を対象と

した「事業概要説明会」が開

催されました。 

 
※今後の検討により、施設計画及びスケジュールは 

変更となる場合があります。 

第二地区 
第三地区 


